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名称 北海道生物多様性保全計画 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 北海道

共同策定

策定年 平成22年07月31日 改定年月 42277

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 63

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/ho
kkaidotayousei.htm

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 青森県生物多様性戦略 副題 いきものたちを育み恵みを授ける自然と共に生
きるあおもりを目指して

基本情報

地方公共団体名 青森県

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 32

ページ数（資料編） 39

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/natur
e/tayouseikouhyou.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 岩手県環境基本計画第３章第３節「生物多様性に支えられる
自然共生社会の形成」

副題 人間と様々な生き物が共に暮らしていける社会
の形成 【生物多様性地域戦略】

基本情報

地方公共団体名 岩手県

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 14

ページ数（資料編） 0

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.iwate.jp/shizen/shizen/4
5350/002936.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定



防
災
・
生
活
環

境
へ
の
活
用

　
　
　
　
　
地
域
の
産
業
へ
の
活
用

地
域
の

文
化
へ

の
活
用人

間
活
動
に

当
た
っ
て
の

配
慮

野
生
生
物

重
要
な
場
所

等

調
査
・
研
究

名称 宮城県生物多様性地域戦略 副題 美しい森・田んぼ・川・海がつながり，子どもの笑
顔が輝くふるさと宮城の実現

基本情報

地方公共団体名 宮城県

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 86

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sizenho
go/seibututayouseitiikisenryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 山形県生物多様性戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 山形県

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 93

ページ数（資料編） 28

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.yamagata.jp/kurashi/shiz
en/koen/7050011yamagata_biodiversity.ht
ml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 ふくしま生物多様性推進計画【第２次】 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 福島県

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月 41729

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 100

ページ数（資料編） 25

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/160
35b/tayousei.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 茨城の生物多様性戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 茨城県

共同策定

策定年 平成26年10月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 61

ページ数（資料編） 40

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo
/kansei/shizen/senryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定



防
災
・
生
活
環

境
へ
の
活
用

　
　
　
　
　
地
域
の
産
業
へ
の
活
用

地
域
の

文
化
へ

の
活
用人

間
活
動
に

当
た
っ
て
の

配
慮

野
生
生
物

重
要
な
場
所

等

調
査
・
研
究

名称 生物多様性とちぎ戦略 副題 つなごう いのちの共生を いま「とちぎ」から

基本情報

地方公共団体名 栃木県

共同策定

策定年 平成22年09月30日 改定年月 42460

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 74

ページ数（資料編） 32

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.tochigi.lg.jp/d04/senryak
uminaoshi.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性保全県戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 埼玉県

共同策定

策定年 平成20年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 88

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0508/sub
-tayouseihozen/ken-senryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ちば県戦略 副題 生命（いのち）のにぎわいとつながりを子どもた
ちの未来へ

基本情報

地方公共団体名 千葉県

共同策定

策定年 平成20年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 127

ページ数（資料編） 46

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/keika
ku/kankyouseikatsu/tayousei.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性の保全に向けた基本戦略 副題 緑施策の新展開

基本情報

地方公共団体名 東京都

共同策定

策定年 平成24年05月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 49

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/nature
/plan/green_biodiversity.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 かながわ生物多様性計画 副題 生きものの恵みを次の世代へ

基本情報

地方公共団体名 神奈川県

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 38

ページ数（資料編） 31

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f12655/
p1042709.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 富山県生物多様性保全推進プラン 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 富山県

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 103

ページ数（資料編） 29

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1709
/kj00014287.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 石川県生物多様性戦略ビジョン 副題 トキが羽ばたくいしかわを目指して

基本情報

地方公共団体名 石川県

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 100

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.ishikawa.lg.jp/ontai/visio
n/download.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 福井県環境基本計画第3編第1章「自然と共生する社会づくり
の推進」

副題 なし

基本情報

地方公共団体名 福井県

共同策定

策定年 平成25年11月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 13

ページ数（資料編） 0

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/
keikaku-sakutei.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ながの県戦略 副題 未来へつなごう生命（いのち）のにぎわう「人と自
然が共生する信州」の実現

基本情報

地方公共団体名 長野県

共同策定

策定年 平成24年02月28日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 70

ページ数（資料編） 35

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.nagano.lg.jp/shizenhogo/
kurashi/shizen/hogo/tayosei/tayosei.htm
l

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ぎふ戦略の構築 副題 岐阜県の生物多様性を考える

基本情報

地方公共団体名 岐阜県

共同策定

策定年 平成23年07月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 67

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/kankyo
/shizenhogo/c11265/senryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 あいち生物多様性戦略2020 副題 愛知目標の達成に向けて

基本情報

地方公共団体名 愛知県

共同策定

策定年 平成21年03月31日 改定年月 41364

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 129

ページ数（資料編） 29

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-
ka/shizen/senryaku/senryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 みえ生物多様性推進プラン 副題 三重の風土によって私たちは生かされています 
この豊かな風土、生物多様性を大切に

基本情報

地方公共団体名 三重県

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月 42460

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 60

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0026
100005.htm

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性しが戦略 副題 自然本来の力を活かす「滋賀のいのちの守り」

基本情報

地方公共団体名 滋賀県

共同策定

策定年 平成19年03月31日 改定年月 42094

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 49

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.shiga.lg.jp/d/shizenkanky
o/sennryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 大阪21世紀の新環境総合計画 副題 府民がつくる暮らしやすい、環境・エネルギー先
進都市

基本情報

地方公共団体名 大阪府

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月 42551

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 22

ページ数（資料編） 0

位置付け その他の計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.osaka.lg.jp/kannosomu/s
hin-kankyousoukei/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ひょうご戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 兵庫県

共同策定

策定年 平成21年03月31日 改定年月 41729

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 92

ページ数（資料編） 55

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.hyogo.lg.jp/JPN/apr/topi
cs/biodiversity/020_strategy/sub.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性なら戦略 副題 豊かな自然環境を未来の子どもたちに

基本情報

地方公共団体名 奈良県

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 138

ページ数（資料編） 53

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.nara.jp/31321.htm

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性和歌山戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 和歌山県

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 58

ページ数（資料編） 2

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/03
2000/032500/documents/seibutu.pdf

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 自然との共生おかやま戦略 副題 保全と持続可能な利用のために

基本情報

地方公共団体名 岡山県

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 111

ページ数（資料編） 11

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.okayama.jp/page/335777
.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性広島戦略 副題 未来へつなげ命の環！広島プラン

基本情報

地方公共団体名 広島県

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 110

ページ数（資料編） 9

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tayo
usei/biodiversity01.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 山口県環境基本計画第３次計画第２章第３節「いのちと暮らし
を支える生物多様性の保全」

副題 なし

基本情報

地方公共団体名 山口県

共同策定

策定年 平成25年10月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 74

ページ数（資料編） 45

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a15
500/kankyo/kankyokeikaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性とくしま戦略 副題 生物多様性という地域資源を活かしたコンパクト
な循環型社会の実現を目指して

基本情報

地方公共団体名 徳島県

共同策定

策定年 平成25年10月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 97

ページ数（資料編） 81

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.tokushima.jp/docs/20131
03000318/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 香川県環境基本計画 副題 県民みんなでつくる 人と自然が共生する豊かで
美しい香川

基本情報

地方公共団体名 香川県

共同策定

策定年 平成27年12月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 74

ページ数（資料編） 28

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.kagawa.lg.jp/content/dir3
/dir3_8/dir3_8_1/wkc1ji160226133135.sht
ml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性えひめ戦略 副題 伝えていこう！生きものの恵みと愛媛の暮らし

基本情報

地方公共団体名 愛媛県

共同策定

策定年 平成23年12月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 40

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.ehime.jp/h15800/119613
4_1934.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性こうち戦略 副題 ふるさとの いのちをつなぐ こうちプラン

基本情報

地方公共団体名 高知県

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 148

ページ数（資料編） 20

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/03070
1/kochisenryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 福岡県生物多様性戦略 副題 生きものを支え生きものに支えられる幸せを共
感できる社会を目指して

基本情報

地方公共団体名 福岡県

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 139

ページ数（資料編） 16

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/fu
kuokaprefefurebiodiversity.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 第3期佐賀県環境基本計画 副題 明日へとつなぐ"さがの環境"

基本情報

地方公共団体名 佐賀県

共同策定

策定年 平成23年10月31日 改定年月 42460

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 12

ページ数（資料編） 0

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.saga.lg.jp/kiji00341754/in
dex.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 長崎県生物多様性保全戦略2014-2020 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 長崎県

共同策定

策定年 平成21年03月31日 改定年月 42004

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 61

ページ数（資料編） 63

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kura
shi-kankyo/shizenkankyo-
doshokubutsu/biodiversity/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性くまもと戦略 副題 共生する豊かな生命を未来へつなぐことをめざ
して

基本情報

地方公共団体名 熊本県

共同策定

策定年 平成23年02月28日 改定年月 42460

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 87

ページ数（資料編） 34

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_17576.h
tml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性おおいた戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 大分県

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 67

ページ数（資料編） 8

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.oita.jp/soshiki/13070/tay
ouseisennryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性みやざき戦略 副題 みやざき自然との共生プラン

基本情報

地方公共団体名 宮崎県

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 86

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.miyazaki.lg.jp/shizen/ken
se/kekaku/20150428092621.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性鹿児島県戦略 副題 新たな自然と共生する社会の実現を目指して

基本情報

地方公共団体名 鹿児島県

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 89

ページ数（資料編） 20

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kura
shi-
kankyo/kankyo/tayousei/senryaku02.htm
l

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性おきなわ戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 沖縄県

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 124

ページ数（資料編） 18

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/s
hizen/hogo/bd_okinawa_senryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定


